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産
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学
校
給
食
に
地
域
の
農
産
物
等
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
地

場
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
伝
わ
る
食

文
化
や
食
の
加
工
技
術
に
触
れ
、
よ
り
豊
か
な
食
生
活
を
営

も
う
と
す
る
意
欲
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
あ
い
ち
食
育
い
き
い
き
プ
ラ
ン
２
０
１
５
（
第

２
次
愛
知
県
食
育
推
進
計
画
）
で
は
、「
学
校
給
食
に
お
い
て

地
域
の
産
物
を
活
用
す
る
割
合
」
を
平
成
二
十
七
年
度
ま
で

に
四
十
五
％
以
上
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

平
成
二
十
六
年
度
の
調
査
で
は
四
十
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、

計
画
の
基
準
年
で
あ
る
平
成
二
十
二
年
度
の
三
十
七
％
か
ら

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
の
地
場
産
物
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
使
用

量
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
、規
格
・
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
こ
と
、

価
格
が
高
い
こ
と
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
市
町
村
で
の
学
校
給
食
物
資
の
調
達
状
況
を
見
る
と
、

地
元
の
産
物
を
地
場
産
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

多
く
、
県
内
産
の
食
品
を
広
く
県
内
全
域
か
ら
調
達
す
る
仕

組
み
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
実
態
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
全
域
か
ら
の
調
達

を
促
進
す
る
た
め
、
市
町
村
で
の
学
校
給
食
用
物
資
の
調
達

状
況
と
、
県
内
の
青
果
物
及
び
漁
獲
物
の
出
荷
状
況
を
食
品

別
・
月
別
に
調
査
し
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
情
報
提
供

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
な
ど
し
た
各
市
町
村
で
の
取

組
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
し
、
地
場
産
物
の
活
用
促
進
に
有

効
な
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
各
市
町
村
教
育
委
員
会
、
給
食
調
理
場
、
学
校

で
の
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

非常食体験の日「食することは幸せなこと」
〜水で作ったご飯とカレー、冷たいけれどおいしいよ〜
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八
件
を
予
定
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全

管
理
の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
検
査
業
務
を
適
正

に
行
う
た
め
、「
検
査
事
業
委
員
会
」
に

お
け
る
外
部
有
識
者
の
ご
意
見
等
を
日
々

の
検
査
業
務
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二　

食
品
衛
生
管
理
支
援

　

当
財
団
主
催
に
よ
る
栄
養
教
諭
・
学
校

栄
養
職
員
を
対
象
と
す
る
「
食
品
検
査
技

術
講
習
会
」
の
開
催
を
始
め
、
検
査
機
器

の
貸
出
や
各
種
問
合
せ
、
相
談
に
対
す
る

助
言
な
ど
、
衛
生
管
理
へ
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
の
普
及
啓
発
と

　
　
　

食
育
の
推
進
に
関
す
る
事
業

一　

普
及
啓
発
事
業

　
「
愛
知
県
学
校
給
食
研
究
大
会
」「
学
校

給
食
献
立
コ
ン
ク
ー
ル
」「
衛
生
管
理
研

修
会
」
を
愛
知
県
教
育
委
員
会
と
の
共
催

で
開
催
し
ま
す
。

　

愛
知
県
栄
養
士
会
と
の
共
催
に
よ
る
栄

養
教
諭
等
を
対
象
と
す
る
「
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
会
」、
愛
知
県
学
校
給
食
パ
ン
米

飯
協
会
と
の
共
催
に
よ
る
「
パ
ン
製
造
技

術
講
習
会
」、
愛
知
県
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
連
絡
協
議
会
と
の
共
催
に
よ
る
「
調
理

員
技
術
講
習
会
」
な
ど
、
関
係
機
関
と
協

力
し
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
愛
知
県
教
育
委
員
会
と
共
同

で
「
学
校
給
食
の
管
理
と
指
導
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
本
年
度
は
「
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
の
手
引
き
」
を
作
成
す
る
予
定
で

す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
今
ま
で
以
上
に
広
く
当
財

団
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
食
育
や
地
産
地
消
な
ど
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
も
、
給
食
だ
よ
り
や
献

立
集
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
効

果
的
に
運
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二　

食
育
推
進
支
援
事
業

　

児
童
生
徒
の
保
護
者
に
学
校
給
食
の
役

割
と
そ
の
重
要
性
や
食
育
へ
の
関
心
を
よ

り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
学
校
給
食

教
室
」
を
始
め
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
と

の
共
催
で
、
子
ど
も
た
ち
に
食
へ
の
関
心

を
深
め
さ
せ
る
た
め
の
「
朝
ご
は
ん
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
開
催
。
地
産
地
消
の
推
進
に

向
け
た
事
業
と
し
て
、
栄
養
教
諭
・
学
校

栄
養
職
員
を
対
象
と
す
る
「
愛
知
の
郷
土

料
理
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
農
業
体
験
に
よ

る
「
親
子
食
育
体
験
教
室
」、
愛
知
県
栄

養
士
会
と
の
共
催
に
よ
る
「
親
子
料
理
教

室
」、
愛
知
県
学
校
給
食
パ
ン
米
飯
協
会

と
の
共
催
に
よ
る
「
親
子
パ
ン
作
り
体
験

教
室
」
も
引
き
続
き
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
公
益
法
人
と
し
て
の

社
会
的
要
請
に
応
え
る
べ
く
、「
健
や
か

な
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
支
え
る
学
校
給

食
を
! !
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
公
益

目
的
三
事
業
を
適
確
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。

学
校
給
食
用
物
資
の

　
　
　

安
定
供
給
に
関
す
る
事
業

一　

学
校
給
食
用
物
資
の
供
給

　

本
年
度
の
学
校
給
食
実
施
予
定
人
員

は
、
六
十
七
万
六
千
九
百
人
で
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
三
千
四
百
人
の
減
少
と
な
り

ま
す
。
物
資
取
扱
予
定
金
額
は
、
基
本
物

資
（
主
食
）
と
一
般
物
資
（
副
食
）
の
合

計
が
七
十
七
億
三
千
三
百
四
十
八
万
四
千

円
で
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
一
億
二
千
二

百
五
万
六
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

減
額
の
主
な
要
因
は
、
基
本
物
資
の
取

扱
い
に
あ
り
ま
す
。
給
食
実
施
人
員
の
減

少
に
加
え
、
米
の
市
況
価
格
は
値
下
げ
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
米
飯
の
供
給
価

格
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
、
平
均
二
〜
三
％
程
度
値
下

げ
で
き
ま
し
た
。

　

一
般
物
資
に
つ
い
て
は
、
昨
年
春
以
来

の
円
安
に
よ
る
輸
入
原
料
の
高
騰
か
ら
、

肉
や
魚
、
乳
製
品
な
ど
の
食
材
が
軒
並
み

値
上
げ
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、

各
市
町
村
で
は
給
食
費
の
値
上
げ
が
難
し

い
状
況
に
あ
り
、
食
材
の
調
達
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
当

財
団
と
し
ま
し
て
も
、
極
力
供
給
価
格
の

値
上
げ
を
抑
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し

た
が
、
止
む
を
得
ず
一
部
の
取
扱
品
目
に

つ
い
て
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

取
扱
金
額
の
減
少
と
い
う
計
画
に
は
な

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
地
産
地
消
に
対

応
し
た
安
心
安
全
な
食
材
を
安
定
的
に
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二　

学
校
給
食
用
物
資
の
研
究
開
発

　

学
校
給
食
用
物
資
の
研
究
開
発
に
つ
い

て
は
、
地
産
地
消
の
推
進
に
向
け
た
取
組

を
今
後
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
校
長
、

栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
、
市
町
村
職

員
等
を
委
員
と
す
る
「
基
本
物
資
検
討
委

員
会
」
及
び
「
物
資
開
発
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
、
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
魅
力
あ
る
学
校
給
食
を
目
指
し
て
、

主
食
及
び
副
食
の
研
究
開
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

学
校
給
食
用
物
資
の
安
全
確
保
と

　
　
　
　

衛
生
管
理
に
関
す
る
事
業

一　

学
校
給
食
用
物
資
の
検
査

　

学
校
給
食
用
物
資
の
検
査
に
つ
い
て

は
、
合
計
で
前
年
度
比
較
四
千
二
百
十
四

件
増
の
三
万
百
七
十
八
件
を
予
定
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
当
財
団
の
自
主
検
査
は
、

安
全
確
認
の
要
で
す
。
仕
入
れ
ご
と
に
検

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
二
万
六
千
五
十

平
成
二
十
七
年
度

公
益
財
団
法
人
愛
知
県
学
校
給
食
会
事
業
計
画

あ い ち 給 食 だ よ り （2）平成27年5月1日



（注）日程については予定です。　　　　　　　　　　　・県教育委員会＝愛知県教育委員会
　　 開催案内等によりご確認ください。　　　　　　　・県 給 食 会＝公益財団法人愛知県学校給食会
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・センター連協＝愛知県学校給食センター連絡協議会
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄　養　協＝愛知県栄養教諭・学校栄養職員研究協議会
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・県栄養士会＝公益社団法人愛知県栄養士会

平成 27年度　学校給食関係主要行事予定
開 催 日 行　　事　　名 場　　　所 対　象　者 主　　催
4月24日 センター連協総会 県学校給食総合センター 給食センター所長 センター連協
5月20日 市町村教育委員会学校給食主管課長会議 県自治研修所 市町村主管課長 県教育委員会

5月26日 栄養協研修会・総会 ウィルあいち 栄養教諭
学校栄養職員 栄養協

6月 5日 東海北陸近畿ブロック学校給食研究協議会 和歌山県 学校給食関係者 県教育委員会
県給食会

6月中旬 定時理事会 ルブラ王山 県給食会理事 県給食会
6月下旬 定時評議員会 ルブラ王山 県給食会理事 県給食会
6月20日
　〜21日 食育推進全国大会 東京都墨田区 食育関係者 内閣府

長野県
7月21日 センター連協事務職員研修会 県学校給食総合センター 市町村事務職員 センター連協

7月23日 栄養教諭・学校栄養職員衛生管理研修会 ウィルあいち 栄養教諭
学校栄養職員

県教育委員会
県給食会

7月22日
　〜24日 センター連協調理員技術講習会 県学校給食総合センター 市町村調理員 センター連協

県給食会
7月27日
　〜28日 センター連協衛生栄養講習会 県学校給食総合センター 市町村調理員 センター連協

7月29日
　〜30日 全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会 徳島県 栄養教諭

学校栄養職員 文部科学省他

8月 3日 学校給食献立コンクール ウィルあいち 栄養教諭
学校栄養職員

県教育委員会
県給食会

8月 6日
　〜 7日 食品検査技術講習会 県学校給食総合センター 栄養教諭

学校栄養職員
県給食会
県教育委員会

8月 7日 親子料理講習会 県学校給食総合センター 小学生と保護者 県栄養士会
県給食会

8月中旬 親子工場見学会
〜うずら卵のルーツを探ろう〜 豊橋市ほか 小学生と保護者 県給食会

8月21日 栄養協研究大会 ウィルあいち 栄養教諭
学校栄養職員 栄養協

8月25日 学校給食調理員等衛生管理研修会 豊田市民文化会館 市町村調理員等 県教育委員会
県給食会

10月23日 センター連協学校給食研究会 県学校給食総合センター 給食センター所長 センター連協
10月下旬 親子食育体験教室 愛西市 小学生と保護者 県給食会
11月11日
　　12日
　　18日
　　19日

学校給食教室 県学校給食総合センター 保護者 県給食会

11月 5 日
　〜 6日 全国学校給食研究協議大会 高知県 学校給食関係者 文部科学省他

11月22日 朝ごはんコンテスト 愛知みずほ大学短期大学部 小学生（小学部）
5・6年生

県教育委員会
県給食会

12月25日 愛知の郷土料理講習会 県学校給食総合センター 栄養教諭
学校栄養職員

県給食会
県教育委員会
栄養協

1月20日 愛知県学校給食研究大会 ウィルあいち 学校給食関係者 県教育委員会
県給食会

3月中旬 定時理事会 ルブラ王山 県給食会理事 県給食会

あ い ち 給 食 だ よ り（3） 平成27年5月1日



　

名
古
屋
市
立
中
学
校
で
は
、
平
成
十
年

か
ら
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
が
全
校
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
Ａ
〜
Ｄ
の
複
数
の

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
し
ま
す
。
Ａ
と
Ｂ
は

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、
Ｃ
と
Ｄ
は
教
室
で
食
べ

る
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
ま
す
。こ
の
制
度
は
、

食
生
活
を
自
主
的
に
管
理
す
る
能
力
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
い
ず
れ

の
メ
ニ
ュ
ー
も
成
長
期
に
必
要
な
栄
養
を

摂
取
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
、
増
築
に
よ

り
約
200
席
で
５
学
級
が
利
用
で
き
る
規
模

で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
一
週
間

交
替
で
一
学
年
５
学
級
が
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

で
会
食
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
今
日
は
一
年
生
162
名
が
ル

ー
ム
を
利
用
す
る
日
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
Ａ

は
ビ
ー
フ
カ
ツ
の
野
菜
ソ
ー
ス
か
け
、
Ｂ

は
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
や

は
り
カ
レ
ー
に
人
気
が
あ
り
、
124
名
が
予

約
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
全
体
の
ス

ク
ー
ル
ラ
ン
チ
利
用
率
を
見
る
と
87
％
と

な
っ
て
お
り
、
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
の
人
気

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
お
い
し
い
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ

を
目
指
し
て
、
長
年
に
渡
り
ス
ク
ー
ル
ラ

ン
チ
の
運
営
方
法
、
献
立
の
検
討
と
開
発

等
の
工
夫
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

卒
業
式
を
間
近
に
し
た
あ
る
日
、
三
年

生
の
廊
下
を
歩
い
て
い
る
と
、
173
名
の

「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
掲
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
友
達
や
先
生
、
机
や
椅

子
、
野
球
の
グ
ロ
ー
ブ
や
テ
ニ
ス
の
ラ
ケ

ッ
ト
、
そ
し
て
、
業
務
士
や
ス
ク
ー
ル
ラ

ン
チ
の
職
員
に
、
生
徒
一
人
一
人
が
三
年

間
の
中
学
校
生
活
に
対
す
る
「
あ
り
が
と

う
」
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
日
の
給
食
、
家
庭
で
の
食
事
、
あ
た

り
ま
え
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
食
事
に
対

し
て
、
素
直
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え

る
心
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

先
日
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
味
覚
が

お
か
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き

ま
し
た
。
甘
味
・
酸
味
・
塩
味
・
苦
味
・

う
ま
味
の
五
つ
の
味
覚
を
感
じ
分
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

多
く
の
家
で
は
、「
今
夜
の
ご
は
ん
は
何

が
い
い
？
」
と
子
ど
も
に
聞
き
、
子
ど
も

の
好
き
な
料
理
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
家
で
も

そ
う
な
の
で
す
が
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
焼

き
そ
ば
、
ハ
ン
バ
ー
グ
と
い
っ
た
料
理
が

多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
料
理
は
そ
れ
ぞ
れ
味
付
け
の
濃

い
料
理
で
、
何
度
も
味
わ
う
こ
と
で
、
そ

の
濃
い
味
付
け
が
子
ど
も
の
味
覚
を
壊
し

て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

　

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
味
噌
汁
に
野

菜
の
煮
付
け
、
魚
の
塩
焼
き
と
い
っ
た
料

理
が
多
く
、
毎
晩
嫌
い
な
も
の
も
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。
残
し
た
り
す
る
と
親
に
ひ

ど
く
叱
ら
れ
ま
す
か
ら
、
い
や
い
や
な
が

ら
も
残
さ
ず
に
食
べ
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
食
生
活
の
変
化
が
子
ど
も
の

味
覚
を
壊
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
た
め
に
と
思
っ
て
好
き
な
食
事

ば
か
り
を
出
す
こ
と
で
、
か
え
っ
て
子
ど

も
の
味
覚
を
奪
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
う
考
え
て
み
る
と
、
学
校
の
給
食
が

子
ど
も
の
味
覚
を
支
え
る
貴
重
な
も
の
に

思
え
て
き
ま
し
た
。
献
立
表
を
見
る
と
、

実
に
多
様
な
料
理
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
は
子
ど
も
の
嫌
い
な
食
材
も
あ
り
ま

す
が
、
嫌
い
な
も
の
を
食
べ
る
か
ら
こ
そ

嫌
い
な
味
を
認
識
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
好
き
な
料
理
が
並
ぶ
食
卓
で
、
嫌
い

な
も
の
が
出
た
給
食
の
話
で
も
し
て
み
よ

う
か
な
と
思
い
ま
す
。
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日
進
中
学
校
で
は
、「
給
食
に
感
謝
! !

食
育
で
心
も
体
も
健
康
に
! !
」
を
テ
ー
マ

に
、
給
食
委
員
会
を
中
心
に
日
々
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
昨
年
度
ま
で
は
、
給
食
の
準

備
の
手
際
の
よ
さ
や
残
食
量
の
少
な
い
学

級
を
表
彰
す
る
な
ど
、
生
徒
同
士
で
も
意

識
を
し
て
高
め
る
取

組
を
し
た
り
、
食
育

劇
「
食
ま
る
フ
ァ
イ

ブ
〜
食
生
活
を
見
直

そ
う
編
〜
」
を
全
校

集
会
で
発
表
し
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
、
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
の
大
切
さ
な
ど

を
伝
え
た
り
し
て
き

ま
し
た
。今
年
度
は
、

給
食
に
携
わ
る
全
て

の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
が
も
て
る
よ
う
、

掲
示
等
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
り
、
配
膳
員

さ
ん
に
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た

め
に
全
校
で
完
璧
返
却
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
だ
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
給
食
委
員
会
に
入
っ
て
、
あ
ま

り
関
心
を
も
つ
こ
と
の
な
か
っ
た
食
育
の

こ
と
に
つ
い
て
、
と
て
も
興
味
を
も
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

日
進
中
学
校
に
あ
る
食
育
掲
示
板
の
存
在

で
す
。
内
容
は
、
栄
養
教
諭
の
食
育
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
毎
月
の
残
食
量
の
グ
ラ
フ
、
給

食
委
員
が
調
べ
た
食
に
つ
い
て
の
豆
知
識

や
旬
の
食
べ
物
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。
見

る
だ
け
で
な
く
、
食
育
ク
イ
ズ
に
参
加
す

る
こ
と
も
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
食
育
に
関
心
を
も
ち
、

感
謝
し
て
食
べ
ら
れ
る
人
が
増
え
る
よ
う

に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
！
」
と
元
気

な
声
で
食
器
を
返
却
に
来
た
低
学
年
の
女

の
子
に
、「
大
き
な
声
で
あ
り
が
と
う
！
」

と
答
え
た
の
は
、
私
た
ち
調
理
員
で
は
な

く
、
四
年
生
の
給
食
委
員
さ
ん
。
彼
女
は

と
て
も
は
り
き
り
屋
さ
ん
で
、
私
た
ち
が

返
却
準
備
を
始
め
る
頃
に
は
、
も
う
配
膳

室
の
前
で
待
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
で
さ
え

喫
食
時
間
が
短
い
今
の
小
学
校
給
食
で
、

彼
女
は
ど
ん
な
ス
ピ
ー
ド
で
食
べ
終
わ

り
、
こ
こ
に
立
っ
て
い
て
く
れ
る
の
か
と

思
う
と
、い
つ
も
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　

私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
は
、
給
食
に
要

す
る
時
間
は
、
も
っ
と
長
か
っ
た
気
が
し

ま
す
。
昔
と
違
い
、
献
立
も
多
種
多
様
に

な
っ
て
、
確
か
に
魅
力
的
で
は
あ
り
ま
す

が
、
配
膳
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
。

　

い
つ
も
空
っ
ぽ
の
食
缶
が
返
っ
て
く
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
れ
に
、
配
缶

時
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
状
態
で
戻
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、

心
が
ず
い
ぶ
ん
沈
み
ま
す
。
で
も
、
好
き

嫌
い
が
原
因
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
時

間
が
な
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
現
状

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

給
食
調
理
員
に
な
っ
て
私
が
思
う
こ
と

は
、名
古
屋
市
の
学
校
給
食
シ
ス
テ
ム
は
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
食
材
は
安
全
で
安
心
な
も
の
し
か

供
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
衛
生
管
理
も
徹
底
し

た
中
で
、
調
理
員
が
お
い
し
く
な
る
よ
う

に
努
力
し
、
自
校
調
理
に
よ
っ
て
温
か
い

も
の
が
温
か
い
ま
ま
で
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
給
食
を
残
す
の
は
、
と
て
も
も

っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
育
ち
盛
り
の
子

ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
給
食
を
食
べ
、
豊

か
な
心
と
丈
夫
な
体
を
作
っ
て
く
れ
る
こ

と
は
、
私
た
ち
調
理
員
の
願
い
で
す
。
そ

の
た
め
の
環
境
作
り
等
に
も
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

給食に感謝できる
日中生をめざして

日進市立日進中学校
２年　髙　宗　美　咲

「野球をしている友だち」
田原市立野田小学校
６年　白　井　雄　登
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愛
知
教
育
大
学
の
附
属
学
校
は
、
岡
崎

地
区
に
特
別
支
援
学
校
と
岡
崎
小
学
校
・

岡
崎
中
学
校
の
三
校
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
献
立
に
よ
り
自
校
方
式
で
給

食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
献
立
は
、
学
校
給
食
週
間
に
家
庭

科
の
「
自
分
で
お
弁
当
を
考
え
、
作
り
、

食
べ
て
よ
り
よ
く
改
善
し
よ
う
」
の
授
業

で
、
一
年
生
の
生
徒
が
考
え
た
献
立
を
給

食
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

｢

は
じ
め
の
献
立
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

が
不
足
し
て
い
た
の
で
、
ひ
じ
き
と
し
ら

す
干
し
を
入
れ
て
み
ま
し
た
。｣

と
の
こ

と
で
し
た
。
生
徒
は
「
自
分
の
考
え
た
も

の
が
給
食
に
な
り
、
う
れ
し
い
で
す
。」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
給
食
を
通
し
て
生
徒
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
て
、
身
近
な
給
食
室

に
し
た
い
で
す
。

　

本
校
は
、
核
家
族
世
帯
の
多
い
校
区
で

す
。
昔
か
ら
の
食
材
や
料
理
を
家
庭
で
食

べ
る
機
会
が
少
な
い
た
め
か
、
入
学
し
た

一
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、
給
食
で
初
め

て
食
べ
る
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
食
べ
た
い
量
の
ま
ま
盛
り
つ

け
る
と
、
配
食
さ
れ
な
い
で
食
缶
に
残
っ

て
い
る
こ
と
を
昨
年
よ
く
見
か
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
給
食
の
実
態
の
対
策
と

し
て
、
年
度
当
初
の
職
員
会
議
の
時
、
各

ク
ラ
ス
の
お
か
ず
を
、
給
食
当
番
の
配
膳

の
時
か
ら
残
さ
な
い
よ
う
に
盛
り
つ
け
る

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
で
ク
ラ
ス
も
落
ち
着
い
て
い
な

い
中
、
担
任
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
給

食
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
道
徳

と
関
連
さ
せ
て
、
食
べ
物
を
残
す
こ
と
は

大
変
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
指
導
し
た

ク
ラ
ス
。
野
菜
が
残
っ
て
い
る
時
は
、
担

任
が
配
り
歩
い
て
食
缶
を
空
に
し
た
ク
ラ

ス
。
低
学
年
で
は
、
自
分
の
食
べ
ら
れ
る

量
を
配
膳
し
た
後
に
、
食
べ
た
ら
お
か
わ

り
を
し
て
も
よ
い
こ
と
と
し
て
、
食
べ
た

こ
と
へ
自
信
を
も
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
て
指
導
し
た
ク
ラ
ス
な
ど
様
々
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
指
導
が
で
き
る
の
は
、

子
ど
も
と
担
任
の
信
頼
関
係
が
成
り
立
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
給
食

は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
な
時
間

で
す
。
無
理
強
い
は
せ
ず
、
一
人
一
人
の

食
べ
る
量
に
合
わ
せ
て
言
葉
を
か
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

指
導
を
継
続
し
て
い
く
中
、
少
し
ず
つ

子
ど
も
た
ち
に
も
変
化
が
出
て
き
ま
す
。

「
最
初
は
、
こ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
る
か
な

と
思
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
は
完
食
が
あ
た

り
ま
え
に
な
り
ま
し
た
」「
ク
ラ
ス
で
給

食
を
全
て
完
食
し
た
日
が
何
回
か
数
え
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
」
と
の
声
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
残

し
て
も
っ
た
い
な
い
な
あ
。
僕
の
ク
ラ
ス

で
は
、
お
か
わ
り
で
き
な
か
っ
た
の
に
」

と
い
う
給
食
委
員
会
の
子
ど
も
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
食
べ
残
す
こ
と
が
、
も
っ
た

い
な
い
と
考
え
る
子
ど
も
が
増
え
れ
ば
、

給
食
の
残
量
も
自
然
に
減
っ
て
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
さ
ら
に
食
べ
物
に
興
味
を
も

つ
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
よ
う
に
、
給
食

委
員
会
で
の
子
ど
も
か
ら
の
自
発
的
な
取

り
組
み
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
担
任
と
連
携
を
は
か
り
、

ク
ラ
ス
の
実
態
に
合
わ
せ
た
指
導
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（栄養価、1人分の材料、作り方）

献　立　名
エネル
ギ　ー

たん白質
脂質 ナトリ

ウ　ム
カルシ
ウ　ム

マグネ
シウム 鉄 亜鉛

ビタミン 食物
繊維

食　塩
相当量総量 動物性 レチノール

当量　μg
B1
mg

B2
mg

C
mgkcal ｇ g g mg mg mg mg mg ｇ ｇ

じゃことひじき
の ご は ん 356 9.9 3.8 2.1 580 79 44 2.2 1.5 2 0.08 0.04 0 0.0 1.5

牛 乳 138 6.8 6.8 7.8 84 227 21 0.0 0.8 78 0.08 0.31 2 0.0 0.2
さ ば 味 噌 煮 107 7.7 7.7 4.4 335 70 15 0.6 0.4 8 0.05 0.10 0 0.0 0.9
高 野 豆 腐 と
野 菜 の 煮 物 57 3.4 0.9 1.9 235 39 14 0.5 0.5 123 0.07 0.04 10 1.2 0.6

か き 玉 汁 38 3.4 0.9 1.0 444 12 8 0.6 0.1 109 0.03 0.07 0 1.2 1.1
ヨ ー グ ル ト 70 2.3 2.3 1.2 40 78 8 0.1 0.2 38 0.02 0.11 14 0.2 0.1
合 　 　 計 766 33.5 22.4 18.4 1718 505 110 4.0 3.5 358 0.33 0.67 26 2.6 4.4
<じゃことひじきのごはんの具の材料（1人分g）と作り方>
しらす干し8　かつお節1　ひじき2　ごま0.3　砂糖0.7　みりん0.8　しょうゆ1　塩0.3
①　ひじきは水でもどしておく。
②　ひじき，しらす干し，かつお節の順に炒める。
③　調味料を入れ煮る。
④　ごはんに混ぜる。
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給
食
の
時
間
を
通
し
て
、

全
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
食
育

シ
リ
ー
ズ
食
育
34

前
大
口
町
立
大
口
西
小
学
校

栄
養
教
諭　

今　

枝　

朋　

子

●� ●

●� ●

じ
ゃ
こ
と
ひ
じ
き
の
ご
飯
・
牛
乳

さ
ば
味
噌
煮
・
高
野
豆
腐
と
野
菜
の
煮
物

か
き
玉
汁
・
ヨ
ー
グ
ル
ト

献
立
紹
介
コ
ー
ナ
ー

愛
知
教
育
大
学
附
属
岡
崎
中
学
校

学
校
栄
養
職
員　

太　

田　

佐
智
子



　

学
校
給
食
に
携
わ
る
方
々
が
常
に
気
を

配
っ
て
い
る
「
食
中
毒
防
止
を
目
的
と
す

る
衛
生
管
理
の
徹
底
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、

児
童
生
徒
は
学
校
給
食
を
安
心
し
て
食
べ

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
に
よ
る

ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
が
増
加
し
、
細
菌
性

食
中
毒
へ
の
注
目
度
は
か
な
り
低
下
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
細
菌
性
食
中
毒
は
ひ

と
た
び
発
生
す
れ
ば
、
死
者
・
重
症
者
の

発
生
や
大
規
模
食
中
毒
事
件
へ
と
拡
が
る

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

細
菌
性
食
中
毒
原
因
菌
は
、
毒
素
型
と

感
染
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
（
表
参
照
）。

毒
素
型
の
代
表
は
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
と

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
で
す
が
、
感
染
型
の
腸
管

出
血
性
大
腸
菌
や
ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
も
毒
素

を
つ
く
り
ま
す
。

　

細
菌
の
種
類
ご
と
に
つ
く
ら
れ
る
毒
素

成
分
に
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
つ
く
る
エ
ン
テ
ロ
ト

キ
シ
ン
（
腸
管
毒
）
は
、
水
溶
性
の
タ
ン

パ
ク
質
で
す
が
、
100
℃
、
30
分
間
の
加
熱

に
耐
え
る
こ
と
か
ら
耐
熱
性
毒
素
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
つ

く
る
毒
素
は
神
経
毒
で
100
℃
、
１
分
間
ま

た
は
、
85
℃
、
10
分
間
の
加
熱
で
分
解
さ

れ
ま
す
。
過
去
に
発
生
し
た
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

菌
の
食
中
毒
事
件
で
は
、真
空
包
装
の「
辛

子
蓮
根
」
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

辛
子
蓮
根
を
包
装
か
ら
取
り
出
し
て
、
そ

の
ま
ま
切
っ
て
食
べ
た
方
は
亡
く
な
っ
た

そ
う
で
す
が
、
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
た

方
は
幸
い
に
も
軽
症
で
す
み
ま
し
た
。

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
が
つ
く
る
ベ
ロ
毒

素
（
ベ
ロ
ト
キ
シ
ン
）
は
、
赤
痢
菌
の
つ

く
る
志
賀
毒
素
と
同
じ
作
用
を
持
ち
、
特

に
大
腸
や
腎
臓
、
脳
に
重
い
傷
害
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
の
つ
く
る

毒
素
は
、
腸
管

毒
で
す
が
、
黄

色
ブ
ド
ウ
球
菌

が
つ
く
る
毒
素

と
異
な
り
、
60

℃
、
10
分
間
の

加
熱
で
無
毒
化

で
き
る
易
熱
性

で
す
。
こ
の
腸

管
毒
は
、
ウ
ェ

ル
シ
ュ
菌
が
菌

体
内
で
固
い
種

の
よ
う
な
熱
に

も
乾
燥
に
も
強

い
「
芽
胞
」
を

形
成
す
る
と
き

に
つ
く
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に

毒
素
に
も
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
、
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
が

つ
く
る
エ
ン
テ

ロ
ト
キ
シ
ン
に
つ
い
て
話
を
進
め
ま
す
。

　

一
九
三
〇
年
に
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
つ

く
る
毒
素
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
毒
素
を

発
見
し
た
研
究
者
は
、「
ブ
ド
ウ
球
菌
自

体
の
感
染
が
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
の
で

は
な
く
、
食
品
中
で
菌
の
増
殖
に
伴
い
、

つ
く
ら
れ
る
未
知
の
物
質
に
よ
る
」
と
推

察
し
、
実
験
に
よ
り
証
明
し
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
未
知
の
物
質
に
つ
い
て
深
く
研

究
し
、「
エ
ン
テ
ロ
ト
キ
シ
ン
」
と
命
名

し
ま
し
た
。

　

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
原
因
の
食
中
毒

は
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
発
見
さ
れ
た
二

十
世
紀
初
頭
か
ら
、
世
界
各
国
で
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
八
五
年
当
時

の
日
本
で
も
１
年
間
で
200
件
以
上
の
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
食
中
毒
の
発
生
が
あ
り
ま
し

た
が
、
食
品
製
造
や
流
通
等
の
衛
生
管
理

が
進
歩
す
る
中
で
、
二
〇
〇
〇
年
以
後
、

年
間
50
〜
100
件
程
度
と
大
き
く
減
少
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
事
件
数
は
、
減
っ
て
い

ま
す
が
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
食
中
毒
の
発

生
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

日
本
に
お
け
る
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
食
中

毒
の
主
な
原
因
食
品
は
、
お
に
ぎ
り
や
そ

う
ざ
い
類
、
洋
生
菓
子
等
の
調
理
・
加
工

品
で
す
。
原
材
料
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
は
、

調
理
す
る
人
の
手
指
の
キ
ズ
や
手
荒
れ
に

潜
む
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
食
品
を
汚
染

し
、
食
品
中
で
菌
が
増
殖
し
、
同
時
に
エ

ン
テ
ロ
ト
キ
シ
ン
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
は
、
環
境
中
に
広
く

分
布
す
る
ほ
か
、
キ
ズ
や
手
荒
れ
あ
る
い

は
鼻
の
中
、
の
ど
、
腸
管
内
、
そ
し
て
ニ

キ
ビ
に
も
存
在
す
る
可
能
性
が
高
い
も
の

で
、
健
康
な
人
で
も
40
％
程
度
の
高
い
保

菌
率
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
調
理
作
業

に
お
い
て
手
指
に
キ
ズ
や
手
荒
れ
が
あ
る

場
合
、
必
ず
衛
生
的
な
使
い
捨
て
手
袋
を

し
ま
す
。
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
調
理

作
業
を
控
え
る
こ
と
も
考
慮
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
調
理
開
始
前
の
手
洗
い
は
、
手

洗
い
石
け
ん
（
液
体
せ
っ
け
ん
等
）
を
し

っ
か
り
泡
立
て
、
流
水
で
す
す
ぐ
過
程
を

２
回
繰
返
し
ま
す
。ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
は
、

手
指
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル

分
を
皮
膚
へ
し
っ
か
り
と
刷
り
込
む
こ
と

を
心
が
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
消
毒
効
果

も
高
く
な
り
ま
す
。

　

当
財
団
で
は
、食
中
毒
に
関
す
る
こ
と
、

調
理
施
設
の
衛
生
管
理
に
関
す
る
こ
と

等
、
学
校
給
食
関
係
者
の
方
た
ち
か
ら
の

ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

（
検
査
普
及
課
長　

山　

中　

龍　

治
） 調理開始前は手洗いを 2回

区　　分 菌　　　名 毒素の種類 毒素の特徴

毒素型食中毒菌
黄色ブドウ球菌 腸管毒

（エンテロトキシン）
水溶性のたんぱく質。100℃、30 分間の加熱に耐
える耐熱性毒素。

ボツリヌス菌 神経毒 100℃、1分間又は 85℃、10分間の加熱で分解する。

感染型食中毒菌

腸管出血性大腸菌 ベロ毒素
（ベロトキシン）

赤痢菌がつくる志賀毒素と同じ作用を持ち、特に大
腸や腎臓、脳に重い障害を引き起こす。

ウェルシュ菌 腸管毒

黄色ブドウ球菌がつくる毒素と異なり、60℃ 10 分
の加熱で無毒化する易熱性で、ウェルシュ菌が菌体
内で固い種のような熱にも乾燥にも強い「芽胞」を
形成するときに作られる。
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細
菌
の
つ
く
る
毒
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い
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〜
毒
素
型
食
中
毒
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の
話
〜

◆検
◆査
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◆よ
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当
財
団
で
は
、
安
全
良
質
な
主
食
、
パ

ン
・
め
ん
類
・
米
飯
を
県
内
全
て
の
学
校

に
同
一
価
格
で
供
給
す
る
な
ど
、
学
校
給

食
用
物
資
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

地
産
地
消
へ
の
取
組
と
し
て
、
パ
ン
・

め
ん
類
に
使
用
す
る
小
麦
粉
は
、
県
産
小

麦
を
配
合
し
て
い
ま
す
。
米
飯
は
、
県
の

育
成
品
種
で
あ
る
「
あ
い
ち
の
か
お
り
」

を
主
体
に
、
各
市
町
村
の
農
協
単
位
で
米

を
確
保
し
、
地
元
の
米
を
地
元
の
給
食
で

お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
主
食
は
、
食
事
の
基
本
と
な
る

も
の
で
、
パ
ン
・
め
ん
類
・
米
飯
の
あ
り

方
や
品
質
向
上
及
び
円
滑
な
供
給
に
向
け

た
方
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
基
本
物
資

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
委
員

構
成
は
、
県
教
育
委
員
会
、
市
町
村
教
育

委
員
会
の
給
食
担
当
、
校
長
、
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
、
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員

の
各
代
表
で
す
。

　

今
回
は
、
基
本
物
資
検
討
委
員
会
で
研

究
協
議
を
重
ね
、
平
成
二
十
六
年
四
月
か

ら
取
扱
を
開
始
し
ま
し
た「
五
穀
ご
は
ん
」

と
、
本
年
九
月
か
ら
取
扱
を
予
定
し
て
い

ま
す
「
ナ
ン
（
県
産
麦
入
り
）」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
五
穀
ご
は
ん
】

　

五
穀
ご
は
ん
は
、
食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ

ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
豊
富
に
含
む
①
大

麦
②
発
芽
玄
米
③
黒
米
④
も
ち
き
び
⑤
赤

米
の
五
穀
を
白
米
に
混
ぜ
て
炊
き
上
げ
ま

す
。
も
ち
も
ち
、
つ
ぶ
つ
ぶ
の
食
感
が
特

徴
の
健
康
志
向
の
ご
は
ん
で
す
。
取
扱
開

始
一
年
目
は
多
く
の
市
町
村
に
使
用
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
の
需
要
量
調

査
に
お
い
て
も
一
年
目
を
上
回
る
需
要
量

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

【
ナ
ン
（
県
産
麦
入
り
）】

　

ナ
ン
は
給
食
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と

つ
で
、
以
前
か
ら
主
食
と
し
て
取
り
扱
っ

て
ほ
し
い
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ナ
ン
（
県
産
麦
入
り
）
は
、
愛
知
県
産

小
麦
「
き
ぬ
あ
か
り
」
を
二
〇
％
配
合
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
ナ
ン
特
有
の
も
ち
も

ち
感
と
地
場
産
物
の
活
用
を
両
立
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
規
格
も
数
種
類
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
児
童
生
徒
の
学

年
を
考
慮
し
て
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
製
造
工
程
で
は
本
場
の
ナ
ン
の
よ

う
に
「
手
延
ば
し
」
を
し
て
、
400
℃
の
高

温
に
よ
り
短
時
間
で
一
気
に
焼
き
上
げ
ま

す
。お
い
し
い
ナ
ン
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
基
本
物
資
検
討
委
員
会
の

活
動
を
通
じ
て
魅
力
的
な
製
品
開
発
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

基本物資検討委員会（ナンの試作品を試食）

五穀ごはん

ナン（県産麦入り）

人　

事　

異　

動

退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

　
事
務
局
長
兼
総
務
課
長�

小　

林　

勝　

彦

異
動
（
四
月
一
日
付
）

　
総
務
課　
主
任（
総
務
）�

森　

部　

充　

子

　
　

同　
　
主
事（
総
務
・
経
理
）�

溝　

口　

達　

也

　
物
資
課　
主
任（
基
本
物
資
）�

長
谷
川　

敬　

昌

　
　

同　
　
専
門
官（
一
般
・
渉
外
）�

横　

山　

義　

郎

　
検
査
普
及
課　

主
事（
普
及
）�

河　

野　

瑞　

恵

再
任
用
（
四
月
一
日
付
）

　
事
務
局
長
兼
総
務
課
長�

小　

林　

勝　

彦

職
名
変
更
（
四
月
一
日
付
）

　
検
査
普
及
課
長�

山　

中　

龍　

治

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

第
二
百
十
七
号（
一
月
号
）の
四
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
た
「
お
こ
と
わ
り
」
の
中

で
、「
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞

さ
れ
た
み
よ
し
市
立
南
中
学
校
と
あ
り

ま
し
た
が
、「
愛
知
県
学
校
給
食
優
良

学
校
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

あ い ち 給 食 だ よ り （8）平成27年5月1日

基
本
物
資（
主
食
）

　
　
　
　
　
の
ご
紹
介

◦
五

穀

ご

は

ん

◦
ナ
ン（
県
産
麦
入
り
）


